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所
在

勢
農
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露
聞
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け
る
労
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義
務
・

作
州
の
農
民
脳
動

世
界
経
済
の
成
立
地
程

崎

町

也

市

剛

日
作
農
維
持
策
と
し
て
山
地
粗
兎
除

却
諦

中
由
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木
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経
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一
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妙
A
U
寺
の
無
輩
講

中

川

輿

之

助

係
議
講
(
或
は
頼
母
子
講
)
は
、
我
園
康
民
枇
曾
の
金

融
機
闘
ど

L
て
・
古
〈
よ
-bJ

各
地
に
行
は
れ
し
も
の
で

ゐ
る
が
、
徳
川
附
代
妙
心
寺
仁
於
て
も
、
一
山
の
寺
院

償
侶
が
之
を
奥
行
し
た
る
こ
ご
は
、
雷
に
口
碑
に
侍
は

る
の
み
な
ら
字
、
常
山
の
記
録
に
も
見
ゆ
る
所
で
あ

る
。
而

L
て
之
に
闘
す
る
資
料
は
殆
ど
散
逸
し

τ居
る

が
、
偶
、
塔
一
騎
蒋
党
院
に
瀦
存
す
る
「
修
覆
講
」
、
「
二
千

雨
講
」
・
「
互
借
曾
」
、
「
養
成
講
」
な
ど
に
摘
す
る
若
干

の
文
書
は
、
可
な
り
無
謀
講
ご
し
て
の
組
織
を
明
に
す

る
仁
足
h
、
然
も
無
識
詩
的
後
述
・
見
上
に
興
味
あ
る
事

例
会
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
正
思
ふ
。

抑
も
純
一
識
詩
の
法
律
上
の
性
質
に
閲
し
て
は
、
組
合

設
、
消
曲
賞
貸
惜
説
、
詩
口
引
受
行
錯
説
、
無
名
契
約
設

等
が
あ
る
が
、
之
は
姑
〈
別
Z
し
て
、
之
が
経
済
上
の

性
質
を
翻
る
仁
、
を
の
目
的
は
共
済
、
射
倖
、
金
融
な

雑

錐

妙
心
寺
O
無
描
斡

E
H山
本
し
、
毛
の
構
成
組
織
は
、
親
無
謙
三
親
知
L
無

議
(
講
元
の
有
無
に
よ
る
隠
別
)
Z
の
何
れ
た
る
ケ
問
は

や
、
一
先
づ
一
定
数
の
講
口
を
定
め

τ之
を
引
受
〈
る

も
の
を
請
負
Z
な
し
、
じ
一
定
的
時
期
句
に
各
講
口
に

封
し
て
あ
る
金
額
を
支
挑
は
し
め
、
一
二
講
内
毎
抽
は

入
札
者
〈
は
之
正
類
似
の
方
法
伝
以
戸
川
、
酌
#
前
日
に

劃
し
て
財
産
上
の
利
盆
を
給
付
1
・
到
漸
到
に
み
試
日

に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

き
て
前
掲
資
料
の
中
、
「
修
樋
論
」
・
「
二
千
両
論
」
は

普
通

ω無
議
論
の
類
型
に
属
す
れ
Y
」
も
、
「
疋
備
品
目
」
殊

に
「
養
成
詩
」
は
著
し
き
旋
践
を
示
し
、
共
済
、
射
倖
・

金
融
な
H

と
の
性
質
を
失
っ
て
、
純
然
な
る
合
理
的
的
利

組
織
に
麹
化
し
た
も
の
で
あ
る
o

以
下
、

ζ

れ
等

ω
論

議
を
説
明
し
た
い
百
思
ふ
。

=
修
縄
講
、
二
千
爾
講

普
通
の
類
型
に
局
す
る
無
議
議
叫
資
料
に
は
、
「
修
従

講
取
次
井
賞
院
分
箆
書
L
(

天
保
十
五
年
壬
午
入
月
)
ご
、

「
頼
母
子
講
記
録
」
(
天
保
十
一
庚
子
歳
卜
一
月
)
ご
が
あ

る
。
前
者
は
「
修
極
論
」
の
掛
金
の
受
取
帳
に
て
、
前
後

二
回
分
か
ら
な
h
、
第
一
回
は
元
秘
十
五
年
人
月
よ
h

修
二
十
ニ
巻

(
第
四
統
一
六
=
一
}

ハ
九
七
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貨
ヒ
人
ヨ
リ
鍋
金
八
拾
車
両
ニ
4
9
三
朱
一

匁
六
分
一
一
圃
克

空
卜
ョ
人
ヨ
り
抵
金
二
官
同
充

筑
六
人
ヨ
リ
掛
金
六
十
六
嗣
ニ
歩
二
朱
ニ

却
五
世
充

空
λ
人
ヨ
リ
返
金
二
百
雨
兎

賞
五
人
ヨ
リ
掛
金
凶
十
回
先

虫
丸
人
ヨ
り
返
金
二
百
雨
克

質
問
人
ヨ
り
間
金
制
之

空
十
人
ヨ
リ
越
金
二
百
雨
克

寅
三
人
ヨ
リ
揖
金
無
之

空

t
一
人
ヨ
リ
抵
金
ニ
町
闘
兎

賞
二
人
ヨ
リ
掛
金
無
之

塑

t
一
人
ヨ
リ
越
金
ニ
百
嗣
兎

子
年
一
人
ヨ
り
誕
金
=
宵
サ
隔
充

貨
掛
金
知
之

空

f
一
人
ヨ
り
返
金
二
百
南
責

子
年
一
人
ヨ
り
返
金
=
百
サ
嗣
斑

丑
年
一
人
ヨ
リ
逗
金
二
百
四
十
二
雨
克

噴
揃
官
晶
掛
金
高
千
六
十

E
商
事
朱
ゆ
拾
歩
匁
七
分
大
国
大
唱

右
に
よ
れ
ば
)
講
曾
は
「
賞
揃
曾
」
ま
で
十
四
回
、
講

口
は
十
問
、
年
掛
講
で
あ
る
。
而
し
て
「
掛
金
」
を
翻
る
一

に
、
「
賞
」
の
翻
は
遁
滅
し
最
後
の
三
回
に
至
つ
て
は
掛

金
こ
れ
な
{
、
「
返
金
」
郎
も
「
空
」
は
最
後
の
三
回
を
除

〈
外
毎
回
同
一
額
で
あ
る
。
諦
金
の
貸
附
額
が
「
二
千

爾
講
」
の
名
に
背
か
十
十
一
回
迄
毎
回
二
千
雨
で
め
る

が
、
之
に
依
っ
て
腕
れ
ば
講
金
貸
附
方
法
の
決
定
は
、

妙
品
寺
田
知
寵
構

同

断

同

断

同

断

同

蹄

一
金
武
千
武
百
嗣

一
阿
武
千
四
百
武
拾
南

一
岡
武
千
六
百
六
拾
威
隔

雑

錐

入
札
に
非
る
二
百
は
明
で
あ
る
。
併
し
抽
銀
、
振
附
等

に
依
る
場
合
正
雄
も
、
戒
は
嘗
曾
日
の
諸
入
品
買
を
控
除

し
、
或
は
割
戻
金
を
支
梯
ふ
な
ど
の
錦
に
、
貸
附
金
「
は

必
宇
し
も
毎
曾
一
定
せ

e
さ
る
を
常
ど
す
る
が
故
に
、
「
二

千
附
講
」

ω組
織
は
こ
の
鮎
に
於
て
類
少
し
t
な
す
。

且
又
、
掛
金
額
を

z
h
て
例
へ
ば
五
回
講
、
十
同
議
な

ど
の
誇
名
を
呼
よ
も
の
あ
れ
Y
』
も
、
貸
附
金
額
を
E
・9

τ「
二
千
商
議
」
「
千
雨
諦
」
「
五
育
両
議
」
な
Y
」
呼
ぶ
こ

E

も
多
〈
見
え
F
る
所
で
あ
る
。
之
を
会
館
的
に
み

τ

「
二
千
雨
講
」
の
組
織
は
敢
て
麓
態
ピ
す
4

き
も
の
で
な

、。

=
-
互
借
曾

「
互
備
曾
」
の
資
料
は
「
互
借
銀
受
取
之
遁
」
(
文
化
入

辛
末
十
二
月
)
並
び
に
「
野
院
知
事
瓦
借
曾
割
合
定
牒
」

(
文
久
壬
成
十
二
月
)
で
あ
る
。
前
者
は
「
武
怜
賞
瓦
儲

曾
」
に
加
入
せ
る
春
治
院
の
「
州
銀
」
「
返
鋭
」
叫
通
帳
じ

て
後
者
は
妙
心
寺
の
「
野
院
(
末
寺
)
知
事
」
の
聞
に
設
主

き
れ
し
「
武
拾
五
回
野
院
互
備
曾
」
の
規
則
書
で
ゐ

る
。
ち
て
「
亙
伯
曾
」
が
こ
れ
よ
り
以
前
阪
に
資
暦
年
代

に
仔
は
れ
て
居
た
事
は
、
同
九
年
六
周
十
九
日
一
山
の

一
六
百
)
六
九
九

r 

第
二
十
=
巻

(
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側
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維

鎌

妙
心
寺
白
描
世
構

E
悠
四
年
四
月
ま
官
、
第
二
回
瓜
正
徳
四
年
一
月
に
始

ち
享
保
七
年
二
月
に
終
息
。
第
一
回
は
春
先
院
、
意
泉

軒
(
隣
花
作
)
俊
封
、
商
揃
院
・
而
地
支
院
、
松
林
庵
・
大

必
院
、
長
興
院
、
如
是
院
、
自
体
届
・
車
ん
徳
軒
、
忠
光

軒
を
議
』
良
吉
し
、
第
二
回
の
講
一
民
は
来
光
、
水
月
、
意

泉
、
普
明
、
俊
泊
、
岡
山
通
・
南
湖
、
牧
脚
、
通
玄
・
仙

毒
、
松
林
、
党
閥
、
大
心
、
商
品
折
、
長
興
、
慈
恩
、
自

体
、
克
徳
、
忠
4

ん
.
賞
相
等
に
て
何
れ

b
一
山
の
寺
院

慣
侶
で
あ
息
。
之
は
「
修
樋
講
」
の
名
の
一
干
す
如
〈
、
塔

調
諭
院
の
修
酬
明
資
A
M
融
辿
の
翁
に
企

τら
れ
し
も
の
な

る
べ
(
、
月
掛
諸
に
て
掛
金
は
諦
口
一
「
枚
」
に
就
き
銀

二
匁
、
貸
附

ω
順
番
は
識
に

τ決
せ
ら
れ

τゐ
る
。
講

員
た
る
議
院
に
封
し
て
畿
せ
ら
れ
党
る
講
曾
ゆ
案
内
放

の
雛
形
に
、
「
明
日
修
川
町
諦
御
座
候
故
御
案
内
之
活

如
此
御
座
候
以
上
非
主
ん
院
納
所
」
芭
ゐ
る
を
見
れ

ば
、
来
光
院
が
こ
の
講
の
世
話
役
な
b
し
如
〈
思
は

玄
U
W
O次

に
天
保
十
一
年
の
「
頼
母
子
講
記
録
」
は
、
泰
治
院

が
普
誌
の
完
成
正
法
曾
正
に
要
す
Z
費
用
調
達
に
窮
し

て
、
最
初
「
二
千
雨
講
」
を
企

τ、
之
が
加
入
方
を
地
方

お
九

A

佐
越
に
依
税
せ
る
も
、
凶
年
の
放
に
一
日
一
断
は
ら
れ
し

が
、
更
に
「
千
雨
議
」
案
、
「
五
吉
岡
詩
」
案
を
立
て
、
再

三
交
沙
せ
し
期
末
を
記
せ
毛
も
の
に
て
、
交
渉
の
給
米

は
不
明
で
あ
る
。

唯
、
最
初
提
案
せ

L
「
二
千
爾
講
」
の
「
仕
方
書
」
を
掲
げ

τ、
宮
崎
考
案
せ
ら
れ

L
無
職
請
の
一
類
型
を
考
察
し

，』、。
す
-
a
h
w 第

ニ
十
三
巻

一
金
武
千
繭

同同同J同同同

(
第
四
鶴
一
六
回
)

帯
四
人
ヨ
リ
掛
金
百
四
抗
政
両
三
歩
工
端

ト
ニ
#
大
分
λ
国
充

断

空朱寅
ート拾
人ー三
ヨ却人

"句ヨ
謡分り
金罰掛
ニ皿金
百克百
剛 事
充 拾

J、
嗣
査
歩

断

空朱買
ニト拾
人ー」

ヨ 主人
リニョ

選分リ
金j，揖
ご闇金
百充百
両 云
茄拾

爾
曹

歩

断

賞
十
一
人
ヨ
リ
掛
金
百
草
拾
b
雨
一
歩
Lr

一
匁
三
分
式
属
充

空
一
-
一
人
ヨ
リ
返
金
二
百
両
充

断

賞
十
人
冒

p
掛
金
百
サ
嗣
斎

空
間
人
ヨ
リ
運
命
二
百
剛
充

断

賞
九
丸
ヨ
リ
掛
金
百
拾
一
一
剛
一
朱
ト
二
匁

九
量
一
贋
古
毛
充

型
車
人
ヨ
リ
越
金
二
一
白
耐
車

断

賞
八
人
ヨ
リ
掛
金
百
嗣
斑

費
六
人
ヨ
リ
越
金
二
百
固
定



雑

鍬

妙
心
寺
白
銅
曜
講

円
府
議
総
評
」
に
「
近
年
於
諸
院
修
従
費
助
等
-P
稽

v
E

借
曾
典
行
有
之
過
分
之
金
銀
取
遁
9
致
v
y
ロ
嫌
デ
相

成
却
ア
金
銭
損
失
之
筋
毛
出
来
諸
院
難
溢
之
趣
毛
相
聞

且
甚
以
不
宜
Y

1
問
於
諸
院
互
借
曾
向
後
竪
F
A
T
停
止

yl
ロ
事
常
住
」
己
あ
る
を
み

τも
・
知
ら
る
。
但
し
常

佳
か
ら
そ
の
弊
を
認
め
て
禁
止
し
た
る
嘗
時
の
「
瓦
借

舎
」
の
組
織
は
川
端

L
て
滋
に
漣
ぷ
る
も
の

Z
同
一
な

b

や
否
や
は
断
ヒ
雌

ν。
さ

τ前
批
判
「
五
倍
銀
受
取
之
通
」

の
努
頭
に

抱

一
此
虚
偽
盛
枇
比
四
刊
行
有
之
陣
式
拾
貰
官
民
情
曾
之
内
掛
貰
目
分
野
路
名

前
に
而
賞
院
制
取
費
削
加
入
結
成
帥
成
択
正
山
相
A

上
書

h
v
p
r常
辛

未
成
-S
却
後
十
一
一
一
年
之
附
山
蹴
返
却
共
年
々

l

H
け
れ
日
限
輯
柑
温

野
院
へ
向
掛
子
岬
品
位
4
M
m
成
候
尤
壬
午
蔵
川
川
番
之
仙
軒
直
品
質
入
百

目
赴
又
無
利
詑
酬
い
川
山
中
似
叫
陸
十
而
削
判

丈
化
八
辛
中
十
二
月

拝
辞春

光
院

レ
八
掴
院

象
山
岬

芭
ゐ

b
、
十
三
年
間
に
亘
る
「
閉
鎖
」
「
返
鋭
」
級
は
左

の
如
し

第
ニ
十
ニ
轡

(
第
四
都

一
六
大
)
k
O
O

事
未
鼠
由
晶
一
、
凡
百
事
折
事
匁
事
分
宜
圏

壬
申
故
山
観
て
士
百
六
位
和
大
匁
大
分
七
直

由
宵
酉
歳
出
品
一
、
七
百
武
折
七
軍
拡
分
ヒ
阻
盃
唱

甲
成
鼠
出
師
一
、
六
百
八
折
日

乙
亥
棋
出
師
一
、
六
百
庶
拾
ヒ
埠
ヒ
分
八
回

丙
子
歳
出
組
一
、
王
百
六
指
草
地
五
分

T
丑
蔵
出
凪
て
四
百
λ
拾
五
鬼
京
分
割
匝

向
寅
蔵
出
掛
一
、
参
百
八
拾
参
匁
益
分
事
瞳
瓦
唱

乙
卯
歳
出
晶
一
、
武
百
五
拾
目

庚
民
政
山
観
一
、
五
拾
目

辛
巳
焼
山
掛
錦
之

壬

牛

島

一

、

指

宜

賀

入

百

目

突
末
崎
謡
曲
了
一
、
壇
賞
目

、‘.‘.
借
用
番

「
野
院
如
事
庄
備
曾
」
は
泰
捕
院
を
「
詩
一
克
」

t
な
し
真

に
大
雄
徒
弟
(
年
番
知
事
)
車
一
沼
町
院
・
退
成
院
、
接
表
院

鳳
挙
院
、
寄
韓
院
、
徳
雲
院
収
哉
、
喜
連
院
曜
・
夜
、
西
源

院
、
盛
岳
院
・
南
涌
院
の
各
知
事
並
び
に
曾
一
冗
取
衣
知

事
・
線
計
十
三
人
を
「
漣
中
」
(
議
員
)
Z
な
す
。
そ
の
曾

則
を
み
る
に定

て
金
高
武
拾
五
雨
野
院
知
事
脅
雷
壬
成
政
牒
面
之
御
方
ョ
，
嗣
持
寄

被
成
下
ソ
ロ
事

加問留脂• 



一
、
札
前
拾
事
校
講
走
査
板
加
入
ソ
ロ
事

一
、
砂
川

p
r
h
w和↓一松山町山田
v
h
w
r
m
町立『
?
u
~
r
v
「一
~rhlp
ド

振
脳
ヲ
叫
年
番
相
出
直
ソ
ロ
事

ミ
命
元
抵
企
ノ
健
ハ
来
ル
発
事
疏
ヨ
リ
却
後
叩
成
此
川
胸
骨
造
艇
而
制

合
之
泊
共
年
常
り
呑
之
御
心
H
Z
相
可
申
上
ソ
ロ
事

一
、
御
持
品
川
企
ノ
儀
ハ
第
二
骨
ヨ
リ
例
年
十
ニ
月
汁
河
川
陣
リ
叫
而
之

奥
田
一
間
協
有
之
ソ
ロ
制
合
之
祖
り
共
年
常
番
ノ
御
方
へ
御
差
山
シ

可
制
成
ソ
ロ
事

一
、
掛
ケ
民
シ
之
僻
仇
円
前
番
ノ
笠
年
ヨ
リ
却
後
市
民
放
詣
牒
而
之
奥
一
一

致
問
時
ソ
ロ
訓
A
A
h
J
L

掴
赴
又
仲
介
年
杭
番
ノ
御
方
へ
拒
一
週
渦
仰
差
出

シ
可
被
此
ソ
ロ
劫

て
金
子
部
り
流
功
一
之
儀
円
御
志
被
入
制
連
名
之
内
蜘
加
判
被
成
帳
而

之
奥
=
仰
向
載
被
成
ツ
ロ
御
事

但
レ
北
ハ
怖
御
互
-
-
金
制

m入
ヲ
叫
蒸
覗
有
之
間
取
ト
ノ
御
約
げ
ん

コ
リ
ノ
ロ

て
例
年
肱
月
蛇
J
R

帳
而
之
連
中
へ
前
年
出
番
之
御
方
ヨ
リ
北
年
常
番

之
柵
方
へ
A

咽
手
棚
差
出
可
械
成
旨
御
胸
川
円
被
成
ソ
ロ
事

pt
此
九

H

H

さ
め
る
Q

盛
獄
院
の
「
武
拾
貰
瓦
儲
曾
」
も
、
来
浦
院
の

「
野
院
知
事
瓦
借
曾
」
も
同
一
類
型
に
麗
す
る
如

f
で
ゐ

品
。
之
全
一
般
の
無
者
講
ピ
比
較
す
る
に
、
後
者
は
諸

合
毎
に
抽
銭
入
札
共
他
-
」
れ

Z
削
相
似
の
方
怯
を
以

τ、

講
金
の
借
受
人
及
ぴ
貸
附
入
賞
棋
を
定
む
る
も
の
な
る

が
、
匠
惜
曾
仁
て
は
、
「
閥
』
不
感
初
食
-
-
振
置
但
uv
初

受
命
目
ニ
耕
一
克
二
百
ソ
二
合
目
ヨ
リ
振
閣
を
以
年
番
相
定

雑

書評

妙
心
4
T
O
鍋
嘩
融

置

y
d
事
」
ご
む
っ
て
、
「
常
番
」
が
初
曾
に
確
定
し
、
そ

の
順
番
に
依
っ
て
貸
附
が
行
は
れ
る
の
で
ゐ
る
。
こ
の

鮎
は
普
通
の
無
謀
諦
正
大
い
に
趣

ev-異
に
す
る
。
無
誕

諸
に
於
け
る
貸
附
の
順
番
法

μ
そ
の
例
稀
に

L
て
、
池

田
氏
は
「
沖
縄
問
制
の
税
合
の
一
部
分
に
の
み
行
は
る
、

も
の
に
し
て
、
他
仁
司

#
7例
の
な
面
白
肌
正
す
山
吉
断
じ

τゐ
る
。
併
し
現
在
は
い

5
知
ら
や
過
去
に
於
て
は
、

そ

ω例
全
〈
抑
制
し
ピ
断
守
る
を
得
曲
。
猶
・
右
の
曾
則

に
よ
れ
ば
、
競
合
伯
受
の
手
続
正

L
て
、
「
金
子
預

b

誇
文
」
を
「
加
判
」
(
保
訟
人
)
漣
叫
唱
の
一
上
、
「
帳
面
之
奥
」

に
記
載
す
る
こ
ご
を
要
す
る
。
そ
の
文
言
は
皆
同
一
な

れ
ば
そ
の
一
例
の
み
を
掲
げ
る
。

預
リ
申
金
子
之
事

一A

悼
式
拾
五
阿
也

右
者
M
m
娘
院
誕
川
ユ
何
凱
リ
巾
悦
底
抗
正
明
白
也
鈴
ル
上
者
常
発

友
成
'ho
却
植
甲
山
路
迄
元
刺
崩
ユ
年
々
十
二
H
引
五
日
叫
リ
院
副

仕
法
書
之
描
リ
無
利
謹
榊
延
金
可
仕
供
仙
而
岱
筏
誠
一
札
如
仲

丈
久
二
年
発
事
十
二
月
預
サ
主
蒋
拙
陥
知
事
印

加
列
車
部
院
知
事
印

拝
針

辿
巾
各
院
知
事
位

但

L
、
無
部
識
じ
於
て
講
金
備
受
人
が
自
己
の
債
務

を
識
別
す
る
滅
に
借
川
読
書
を
差
入
る
、
事
は
敢

τ岡
武

都
ニ
f
二
舎
一
(
第
四
観

一
六
七
)

七
O 

地岡氏著、 "ij掲、一凹三百4岳



雑

銑

妙
心
寺
白
銀
盛
講

正
す
る
こ
ご
で
は
な
い
。
唯
、
「
曾
元
返
金
ノ
儀
」
に
就

い
工
特
に
一
般
講
日
貝
ご
異
b
た
る
規
定
あ
る
は
注
意
す

る
に
足
る
。
此
等
に
就

τは
究
に
「
仕
法
書
」
を
掲
げ
て

瓦
じ
考
究
す
る
。

壬
此

一
金
武
抗
五
阿

発
京

一

同

断

甲
子

一

同

断

乙
1
1

一

同

断

日 丁 吋 丙
PU 1i札

断附

同己 !ii]J-且
巳 長

断 附

同辛向山
未午

断断

謡出逗111逗五UI詔山逗λ山 謡 曲 逗=111リ111十七IU迄阿率元出
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座 分 匁部 匁 十 分 リ<!'rり分
'i ヒヨ正 ニ 六人ニ;渦迄t克
宅 区 分分 分 ヨ 風 骨 壷 骨 骨

合徳型官L!i!; 大
雅
徒
弟

四月
!ii 
徒取
弟衣型

権雄南

第
二
十
ニ
巻

{
拙
静
岡
規
一
六
λ
)

ヒ
C 

:JC 

壬

申

出

金

錦

之

一
金
武
折
六
両
武
歩
遅
金
武
両
武
豊

突

酉

向

金

舗

之

一

岡

武

抗

九

両

返

A

程
式
岡
武
世

甲

氏

出

金

錦

之

且

喜

一

同

品

骨

折

畳

岡

武

歩

返

金

武

両

威

八

百

充

眠

攻

右
を
「
二
千
両
講
」

ω「
仕
方
書
」
Z
比
較
す
る
に
、
毎

詩
曾
の
貸
附
金
額
が
諌
め
一
定
せ
る
こ
正
、
並
び
に
最

筏
の
三
回
を
除
〈
外
そ
の
金
孤
が
同
一
な
る
こ
己
等

は
‘
金
然
相
似
し
、
コ
一
千
両
論
」
の
「
州
金
」
は
漸
次
逓

減
し
、
「
返
金
」
は
同
一
額
な
る
に
、
之
に
於
て
は
「
出

金
」
も
「
返
金
」
も
逓
減
す
る
外
、
大
鱒
同
一
類
型
の
一
無

謹
識
に
脱
す
る
も
の
、
如
〈
見
ゆ
れ
ど
も
、
「
互
備
曾
」

に
於
て
は
貸
付
の
順
番
法
を
古
る
の
み
な
ら
守
、
「
出

金
」
「
返
金
」
に
就
い

τ特
に
「
曾
元
」
を
一
般
「
連
中
」
よ

h
特
別
に
取
扱
ひ

L
駄
は
著
し
〈
異
る
所
正
な
す
。
郎

も
講
一
見
は
雷
に
「
初
安
曾
」
の
講
金
を
借
り
受
く
る
の
み

な
ら
す
、
そ
の
返
憐
方
法
に
就
い
て
も
他
の
一
般
詩
員

三奨
h
，
、
然
も
右
「
仕
法
書
」
に
て
槻
る
如
〈
「
返
金
」
額

は
一
一
般
講
員

ω分
よ
ち
少
傾
Z
な
す
。
要
す
る
に
「
曾

元
」
に
大
な
る
恩
典
を
附
興
せ
る
こ

εは
.
此
の
「
互
借

曾
」
の
特
徴
で
あ
る

G

鳳

壷

相A

審

4也

取

津吹雪
耳え

蔵衣元掠.m 踊

四

養
成
講



「
養
成
講
」
に
閲
す
る
資
料
は
「
養
成
法
」
(
天
保
問
奏

巳
十
一
月
)
ピ
「
講
仕
法
帳
」
(
反
十
月
)
芭
で
あ
る
o

前

者
は
森
光
院
の
栂
越
な
る
伊
勢
亀
山
藩
主
石
川
家
の
組

府
建
設
資
金
議
成
の
目
的
を
以
て
、
春
光
院
ピ
亀
山
務

士
ご
の
間
に
設
立
せ
ら
れ
し
「
養
成
講
」
の
「
懸
銀
」
「
波

銀
」
の
額
を
記
せ
る
も
の
、
後
者
は
年
代
不
明
な
れ
ど

も
前
者
ピ
全
〈
そ
の
類
型
を
同
〈
し
て
ゐ
る
o

「
養
成

講
」
は
然
し
乍
ら
天
保
年
度
に
始
め
て
企

τι
れ
た
も

の
で
な
い
。
恭
光
院
文
書
仁
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

品
世
此
論
定
誼
丈
之
官
帯

引
1
1

年
よ
養
成
融
制
企
成
賞
院
江
御
糾
巾
帳
蕗
持
別
之
柳
川
同
切
を
叫
武

院
別
叫
帥
叩
書
之
組
制
加
入
披
下
本
致
承
知
幌
佑
ル
』
は
口
口
致
山

hM
及
御
刷
説
御
前
定
書
之
油
刷
川
辿
無
之
供
泊
後
統
制
而
如
件

人

火

北

十

四

丁

丑

十

一

月

小

柿

三

次

郎

原

油

間

三

郎

山

本

新

郎

事

行

制

定

所

拠
地
一
円
太
夫

酒

井

完

治

三

町

涼

木

先

中

川

t

郎

右
に
よ
れ
ば
養
成
講
は
文
化
十
四
年
に
卸
ち
天
保
四

年
よ
h
は
十
六
年
も
以
前
に
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に

こ
、
に
越
ふ
る
「
仕
法
」
は
第
一
回

ωも
の
で
は
弘
い
G

E
L「
養
成
講
」
の
目
的
が
資
金
の
養
配
蓄
積
に
あ
る
こ

雑

鈎

妙
心
寺
白
保
讃
鵠

己
は
飯
に
逃
一

-ι
如
〈
な
る
が
、
そ
の
方
法
を
み
る
に

講
曾
は
十
五
回
よ
り
成
b
、
最
初
の
入
団
は
講
口
員
が
年

々
「
時
価
銀
」
を
な
す
の
み
に
て
貸
附
を
な
苫
な
い
。
第
九

曾
よ
h
「
懸
銀
」
は
な
(
少
傾
御
遊
増
的
に
逐
年
元
利
を

返
糠
苫
れ
る
。
先
づ
「
懸
銀
」
ピ
「
被
銀
L

の
額
を
み
る
に

「
養
成
法
」
に
よ
れ
ば
次
の
如
し

一
日
分
岐
挫

骨

九

脅

武

匁

五

分

賞

十

合

七

匁

五

分

抑

十

一

台

拾

斌

鬼

五

分

民

十

二

合

折

仁

畑

地

五

分

己

十

三

合

成

抗

武

知

五

分

午

十

問

脅

式

抗

じ

匁

五

分

木

+

五

合

λ

百

七

十

分

〆
銀
九
百
山
川
拾

H

f
拙
三
百
六
折
主
匁
六
分
武
周
武
宅
一
内
三
百
六
拾
五
匁
六
分
威
匝
=
毛
一
正

五
百
九
抗
凹
匁
三
分
七
闇
A
毛
羽

申末午巳

一
日
分
峰
銀

割

合

百

二

台

九

三

脅

E

凹

脅

五

台

六

合

七

品

作

令

日 目

子ヨ結成田

/"¥ 

折
折

威

目

玉

折

日

四

分

三
折

H
武
武
四
回

折
田
匁
畳
分
武
匝

六
畳
間
国
入
弔

査
匁
入
分
一
周
回
毛

「
岡
山
銀
」
刻
は
初
回
に
最
b
多
〈
曾
を
重
ぬ
る
に
つ
れ

て
漸
衣
に
遊
似
し
「
渡
鋭
L

は
之
に
反
す
る
。
放
に
講
一
冗

の
子
に
永
年
の
附
多
〈
の
資
金
が
遊
び
之
を
他
に
鞠
貸

す
れ
ば
有
利
な
る
利
殖
を
な
す
一
』

F
T得
る
o
今
そ
川
り

利
殖
の
計
算
を
掲
げ
る
。

F 

部
二
十
ニ
径

(
第
四
椀

一
六
九
)

ーヒ。



宣車

妙
心
守
門
知
事
講

雑仕
誌
但
年
輩
訓
戒
b
H
定

一
能
耳
拾
武
官
一
日
己
糊
腕
叫
町
四
一
旧
制
悼
む

地
利
融
威
拾
六
貰
六
百
四
拾
白
地

一
銀
自
九
抗
九
貫
八
百
回

4
日
J
4
M
一
山
一
掛
川
山

三
口
〆
組
問
百
問
拾
八
民
四
百
四
抗
匁

此
刺
組
五
拾
三
賞
八
百
折
式
部
λ
分

一
鍬
百
五
拾
九
貫
八
百
四
拾

H
4
n
一
一
一
一
伸
一
切
伯
雄
宛

三
口
〆
銀
六
百
大
抗
威
買
九
抗
託
部
λ
分

此
利
融
ヒ
抗
九
貰
四
宵
五
位
h

謹
m
A
畳
分
三
厩
穴
宅

一
鋭
草
堂
貿
λ
百
八
晴
λ

九，
n
訪
日
制
一
酬
一
分
抱

一
一
一
日
〆
似
入
百
買
拾
三
買
凶
百
三
拾
査
匁
九
分
三
陸
六
毛

此
利
飢
阿
武
国
山
百
軒
畳
匁
入
分
=
一
図
式
弔

国
五
脅
目
布
同
断

鋭
穴
拾
七
百
百
三
拾
威
匁
八
分
一
口
一
六
世
三
拾
却
武
分
間
陣

三
川
〆
銀
千
武
拾
威
貰

ι百
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匁
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組
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扮
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五
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匁
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銀
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拾
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百
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臨
山
地
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ニ
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銀
千
百
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折
九
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宵
匁
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分
五
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利
叫
百
四
拾
査
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五
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匁
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国
入
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昔
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五
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千
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百
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拾
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匁
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園
凹
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岡
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制
式
折
山
堂
貿
五
折
目
h
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拾
川
合
目
有
同
断

一
口
一
一
付
武
拾
七
匁
五
分
宿

油
開
る
銀
武
千
七
百
拾
六
賞
凡
百
拾
λ
匁
畳
分
六
国
九
弔

此
制
組
三
百
武
仏
町
大
賞
品
町
丸
地
三
分
八
回
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残
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銚 千
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毛拾同
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宛

右
に
依
っ
て
翻
る
如
〈
、
詩
口
組
教
を
二
千
二
百
二

十
日
吉
し
、
「
懸
銀
」
を
一
口
賞
。
首
目
宛
ご
す
れ
ば
、

初
査
指
自
の
総
「
懸
銀
」
は
銀
武
百
戒
扮
煎
貫
目
、
之
が
利

子
は
年
資
制
球
分
ご
し
て
銀
戒
伶
六
貫
六
百
四
拾
匁
正

な
る
。
或
回
目
の
「
懸
銀
」
総
額
は
百
九
袷
九
貫
八
百

目
、
之
に
前
年
度
の
元
利
を
令
す
れ
ば
、
京
回
目
の
放

資
金
は
銀
四
百
四
拾
入
賞
四
百
四
扮
匁
ぜ
な

h
、
之
が

利
子
は
銀
五
拾
三
賀
入
百
拾
戒
匁
八
分
ピ
な
り
、
か

f

の
如
〈
し
て
入
曾
同
の
終
ち
に
は
元
利
合
計
銀
千
六
百

七
扮
八
賞
百
八
伶
閲
匁
四
分
畳
居
五
毛
を
算
す
。
而
し

て
か
〈
蓄
積
き
れ
た
る
資
金
を
・
第
九
曾
H
よ
り
「
渡

銀
」
の
定
め
述
。
に
、
年
々
支
抑
ふ
ご

L
て
も
、
結
局

銀
千
百
拾
資
質
問
百
四
拾
七
白
地
五
分
間
一
郎
九
毛
の
剰
時
酬

を
生
宇
る
。

報

録

妙
心
寺
mu

抽
虫
誹

苫
て
か
〈
の
如
き
資
金
養
成
山
方
法
は
、
無
議
講
り

目
的
組
織
ご
異
り
て
・
寧
ろ
今
日
の
銀
行
が
行
ふ
預
金

業
に
も
似
た
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
資
金
利
殖
の
湾
に

如
何
な
る
方
商
に
貸
附
せ
ら
れ
し
か
は
吾
人
の
努
め
て

如
ら
ん
ご
す
る
所
で
あ
る
が
、
今
そ
の
資
料
を
得
る
司
、

E
が
困
難
で
め
る
。
然

L
恐
ら
〈
一
般
民
間
に
も
及
ぺ

る
も
の
で
あ
ら
う
。

E 

百

結

以
上
に
依
っ
て
、
妙
心
寺
に
於
て
は
一
冗
職
時
代
に
阪

に
「
修
樋
詩
」
が
め
り
、
賀
暦
の
頃
に
は
「
庇
借
曾
」
が
盛

に
興
行
せ
ら
れ
、
徳
川
の
末
期
に
至
・
り
て
諸
純
の
無
謹

講

ω行
は
れ
し
を
知
る
。
此
等
の
無
識
詩
の
目
的
は
戒

は
寺
院
の
修
覆
に
或
は
救
貧
に
或
は
資
金
の
養
成
等
に

ゐ
っ
た
ニ
ピ
は
、
既
に
越
べ

L
所
な
る
が
、
翻
つ

τ吾

人
は
何
般
に
妙
心
寺
に
か
、
る
諸
械
の
紙
瀧
諦
が
畿
逮

せ
し
か
を
考
察
す
る
に
、
各
寺
院
並
び
に
慣
侶
は
概
ね

貧
困
に
し
て
、
伽
藍
苛
塔
の
魁
比
百
に
、
或
は
併
侶
ご

L

τ生
活
殊
に
仲
間
階
に
菓
杭
す
る
際
の
経
費

ω支
排
等
に

出
射
し
て
、
之
が
救
済
策
を
講
廿

F
る
を
え
守
、
加
之
、

妙
心
寺
は
か
の
本
願
寺
な
ど
、
一
山
の
宗
風
を
異
に

L

て
、
経
済
上
直
接
、
強
信
徒
に
依
頼
す
る
を
許
さ
れ
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京
都
町
市
同
大
晶
・
抑
制
済
制
部
組
嬰
申
刊
行
に
つ
い
て

す
・
経
滅
的
獅
立
或
は
所
前
「
縦
協
同
的
自
己
従
任
」
を
原

則
正

L
τ
、
-
山
を
艇
笹
』

u
g
る
を
え
F
O
L
が
伏

に
、
自

ι塔
剥
仙
川
侶
の
附
に
共
桝
的
川
仙
想
並
び
に
艇
油
開

現
岱
が
砧
時
速

L
、
恰
も
官
時
一
般
刷
曲
目
に
も
盛
に
行
は

れ
し
州
議
請
が
・
こ

ω山
内
に
も
行
は
れ
て
、
然
も
諸

柿
ゆ
儀
相
に
考
案
磁
化
せ

L
め
ら
れ
し
も
の
正
考
へ

る。

hrω
純
然
記
る
倍
利
組
織
ど
し
て
「
養
成
講
」
の
行

は
れ
し
如
き
は
、
此
刊
に
川
口
人
的
拡
意
を
悲
〈
所
で
ゐ

る
o

併
し
詩
人
は
之
を
以

τ妙
心
寺

ω無
議
論
は
、
共

臨
開
川
明
伴
内
一
目
的
よ
ιリ
蹴
H
利
川
的
に
進
化
せ
h
ピ
断
中
る

も
的
で
な
い
。
相
川
市
諦

ω史
的
政
刷
出
り
過
程
を
諭
や
る

に
は
、
真
に
多
〈
の
資
料
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
C

誌
に

は
知
山
市
請
の
備
制
を
通
じ
て
経
抑
的
令
理
主
義
が
諸
刊

の
相
を
墨
[
て
ゐ
る
こ
と
を
述
ぷ
る
に
止
ま
る
o
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